
令和７年度エコたび栃木プロジェクト「エコたびチャレンジ」優秀校の取組概要 

令和８(2026)年２月 栃木県環境森林部資源循環推進課 

 

 
 
 
 
 
 

 

学校名 宇都宮市立田原中学校 生徒数 69 名 

【取組ポイント】 

〇修学旅行での大阪万博・京都市内観光施設ご
み拾い 

〇SDGｓ13「気候変動に具体的な対策を」への挑

戦（自分たちにできる脱炭素ツアー） 

〇活動の様子を、学校ＨＰや研究部会等で発表 

【取組をとおして】 

 生活への衛生的な取組や環境活動への考え方

に変化が見られ、ごみの丁寧な分別、節電・節

水、食べきりをはじめ、地域貢献意識など道

徳的価値を育成することができた 

 

【写真】 

  

学校名 大田原市立大田原小学校 児童数 114 名 

【取組ポイント】 

○エコ活動を組み込んだ「エコ旅宣言」の作成 

宣言内容は以下の３観点から具体化 

 ①移動・買い物工夫 ②施設利用時の節電・

節水 ③地域貢献 

○宣言に基づき生徒が自発的に行動 

 ①行程中の声かけ ②班で見学先の清掃行動 

③ホテルでの節電の徹底 

【取組をとおして】 

 環境配慮の意識が高まり、行動が変化した 

（リシンクで買い物量が減少・静かに歩く等） 

【写真】 

 

 使い捨てプラスチックの削減意識の定着等を図るため、小・中学校及び義務教育学校※の修学旅行におい

て（県外の学校は栃木県内に宿泊する場合に限る）下記①～③の取組を実践する学校を募集するもの。 

① 歯ブラシ・歯みがき粉の持参 ② マイバッグ・マイボトル使用 ③ 食べきり・食べ残しの削減 

         ※特別支援学校小・中学部を含む 

 

１.エコたび栃木プロジェクトの概要 

 上記①～③に加えて学校独自のエコな活動を実践するもの。特に優秀な取組を

行った学校には表彰を行う。 

２.エコたびチャレンジの概要 

エコたびチャレンジ参加校 32校 

そのうち優秀校５校を決定（木製表彰状を贈呈） 

▲ 木製表彰状（イメージ） 

ごみを集めてから処理。時間

短縮・分別意識の向上に 

鎌倉（由比ヶ浜）で

ゴミ拾い 

エコバッグを使用 
万博・京都市内でごみ

拾い(持ち帰り) 

参加校 146 校 

「プラスチックとの上手な付き合い方」や「資源を無駄にしない」など環境にやさしい取組を実践 

３.エコたびチャレンジ優秀校の取組み 



 

 

 

学校名 作新学院小学部 児童数 75 名 

【取組ポイント】 

○エコポイントがたまるワークシートを作成 

○ルーレット・くじ引きできるオリジナルアプ

リで、当日の重点活動目標を決定し実施 

○エコたび栃木ドレミの歌で、環境意識を定着 

〇食前食後の祈り  

〇観光地のゴミ拾い（回収した PET キャップは

地球環境クラブに寄贈） 

〇文化祭・保護者会等で取組を発表 

【取組をとおして】 

保護者や下級生にも、環境保護に対する意識

が高まった（手前取り、エコマークの確認、ア

ルミ缶回収への積極的な参加など） 

 

【写真】 

 

学校名 那須烏山市立境小学校 児童数 11 名 

【取組ポイント】 

○独自に 1～8 レベルのエコ取組を設定し、「さ

かいエコ」を合い言葉に実施 

○旅行先でごみ拾いを実施 

 

【取組をとおして】 

 環境配慮する意識の高まりや行動がみられた 

 例：観光地にごみ箱がない場合はごみを持ち 

帰る、今後はエコマーク付きの商品を選

択するよう心掛けたい、エコバックを使

い不要なレジ袋等は断るなど 

 

【写真】 
 

学校名 真岡市立久下田中学校 生徒数 66 名 

【取組ポイント】 

○環境・給食・修学旅行実行委員会が話し合い、 

自分たちで実行可能な取組を決定 

（PET ボトルの分別、配送段ボールを使わない、

宿をきれいに等の６つ） 

○他学年への発表と委員会活動での取組実施 

【取組をとおして】 

ごみ問題や環境問題への関心が高まり、フィ

ールドワークで公園のごみ拾いを行うなど 

継続した活動が見られた 

【写真】 

 

 

観光地でごみ拾い ごみをしっかり分別 

３委員会でガイ

ダンスを実施 

文化祭で取組を発表 

ワークシート・アプリ・ドレミの歌で楽しく活動 

計画的に買い物して、

発送に段ボール不使用 


